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要 旨  
大分県濯プレッシュ八一ーブげ〕特什把握を目的として）抗酸化性の測定を行／つた．ノうーかコナン退色法では，ローズ   

マリー賓貞白ユーカリ類■スウィートハーブメキンカン申ステビア。亡トンアンタラニナン応サラダバー∴ネット¢1コー・ズ   

ゼラニウムなどで特徴的に高し、抗酸化活性が認められたヤ1、1－Di王）benyl－2】‡）i（：rylhy（旦ヱー；ユZyl（i）PPH）を川いた∵ラジ   

カル消去活性を指標にした測定法では，以上げ〕ハーナ類の他にも高し、沖性を示－1j「≠、〝）があ／〕た．望椎類〝）捌フ王掛二上   

る抗酸化活性とホリソ丁ノールとの相関関係を検討しノたところ，ラジカル消去活性測定法ごはポリプごノしル含量   

に対し／て比例関係が認められ，ハーブ山来ホリフニノーールは抗酸化機構のうちフリーラジカル掛組反応 特に連鎖   

成長反応侶抑制に「胃与一しノていることが′Jて唆されナ．2椎類の測定法に上る抗酸化活性〃）測定偵はノムい分布とな／〕77こが，   

中位ホリフニ1＝ノしル量に対する比活性ではいくノ）か（ハブループに分類できたレ抗酸化兼用津）強度を決定する要因は   

ポリプニ【ニノ・一ル量とポリプニLノール自体の活性〝ノ）強度であることが推察できた．  

1＿ 緒 言   

ハー∴ブとは∴ナックスフォーード甚語辞典に上るL賛  

美たは茎と娃が鋸†目薬川に使れれ5 匂いや香料が乱川  

される植物のことjと定義されている．歴史的に軋ると，  

人類とハ∴ゾ〃〕結び付きは5ガ′牛以上前に遡ると言われ，  

肉等〔／〃勘攻防j上8ニエジプトで〃Jミイラ作り。ヘストなと  

げ〕細菌性瀦甘二疾病の取除L二い／〕た様々なノ右折で利用され  

てきた．ニれら仁L 着否〝）「川勺〃）他に，抗菌性d抗酸化  

什などノ）ハーブ〃）持っ機能性せ凝験的に活用Lたもので  

あ／〕た．   

食ぷ「ル極値け，摂灘Jてことに上り得〔」れる栄養性骨  

第 一沈滞射近とし／て考えられ，嗜刷、′抽）第二次機能とユ二も  

に長く論じ上れてきた∴正午 健根へ山隈ノL、が増す牛  

健康維持に関わる様々な生刊≠凝滞性が第 次機能ユニし  

て注トJされるようにな／〕たノ 食．∫‖t．〃生理的撞脂性h片  

棒内における体調調節斥／皇三体「り淵卜疾病い防㊥清魔瀾摘  

などで方）り，「医食匠慨り机言菓′が指一打上うに食堂欄≠改  

善に加え，食音「†「に疾病予防。自然潜魔瀧カリ）増弧とい  

／〕た機能ノ性を求姉る動き尋）大きくな／つている．そソ）ため  

にごき）食ムー」や食品成分の生憎≠′機能什を解明することが求  

められYている．   

ガンや動脈硬化、粧尻病なと宜 生活習慣病j と呼ば  

れる疾患は 食ノト桔〔川攻米イヒに伴うカロリー・の過剰摂取  

が屯要ナご要【朴亡あり そ（ハ発症には「酸化ストレス」†特  

にフリーラジカル によろ／土工体傷害が大きな役割を果たL  

ている二上が指摘さかごいる（い そ〝）メカ∴ズムけした  

いに明し小トなり∴例えば牛体膜封う、，活性酸素なせ∵  

仁王′ノリン傭貫が酸化されることで暇構造が破壊さか．  

様々な撞一．i言こを引き起こすと「三▲われている（2）．   

酸化ストレスと疾心とし／）関係が町］号Jか∴／タ：るにしプ：  

がい、「良品〔／）抗酸化性∴∴多くげ）注＝が生まることとな  

／〕ハ．′なかて1）“フレンチaハラドックス”と咋ばれる  

疫乍的事実が如〔」れろ上うにな／〕てから杭醗≠揉晶＝し呼  

→嶋、 j‾   
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ささナれるヰ）〔りが巾場に出回る⊥うにな／）  二「ノ）∵レン  

チちハラドックスフトト、Jさま，抗酸化性キニホリーフニノー／しさ二  

の関係に／）いて壬」知見が得〔」れ，第7し7）栄養素とし／ごホ  

リフユノールが注【」さかろ とうにな／）た（こi）．   

食物に上引蜘廿ノ山二〔7〕観′点かiし ノ、－ブ類に古くか  

ごj人「輝ハ′仁清び）「7一に存在し，動物性腑潮位灘紺川止舟卜  

腐敗防直剤ヒして繹験的に広く利用されてきた 近姑こ  

なり ［1－ズマリー〔り抗酸化性のように刊′学匠にり洋明さ  

れたも〝〕≠ノあろ刷   

我ヱ7に人分県産スウで）一トバジルが強い抗酸化性を  

有tノrいることを確認した．その有効成分に∴車てヰ」若  

干げ）考察を加え（う）けi），ラット等を用いた生体直評価行試  

みた．今隼度我々ざL 認舟＝寛が 低く，／㌻去であ宣り解明  

が進′しでいないハー’ナ類を甘心に県内で試験的∵牒培を  

行い，そ町成分持性を明レh」かにし′た、また，それイ汗ナ様々  

な職責㌢作を有Lている二‡二が予想され，総措的塙情報が  

期待されこいる．本鞘でさ土，そげ）第品段階としノて抗酸化  

性に着ト」し∴て，以下び）実験を行った  

2．実験方法   

2．1サンプルの調製   

県卜隼ご71」か仁：〕1いJに収穫された－フレッシニ7＿也ハーブ  

曾について，主に利朴トる部位5gをユタノいルととi〕に  

ホモゲナイサー 川本精密工業堆製，ヒストニコロン）で  

磨砕し濾通し／た後，桟査をユタノー几ル自先押し′）洗液  

と合わせて50m且とし」∵」司ハーナ㌣＝温々な部位を利  

J什〕ろ場合はそれぞれについて調製しノた 二〝り∵クノー  

′レ柚＝液を以守宜痛鳩虹」射′た   

2】2 抗酸ヰヒ活性の測定   

2．2．1 β】カ田テン退色法（T）   

リノー・ル酸〔7）酸化物がノてhカ11ナン針退色させろ作牒  

を利′朋しノた律志田雪㍉Jノノ法を一2▲甘変1正しご抗酸化措性虻  

測定Lた   

∠づ【か二了ナンは宥ほ那m∴吸収を持つ：賞七茂雄＝びた物  

′計であり†酸化される二÷二で47むn琵1〔り「吸光度が減′いう  

る．反に系にサンウルを添ノ什ihることで明光度の減少が  

抑えL二）れ二〃〕、－！二てをノ指標としノて抗恨化盲し汁トむ測定した．  

〉トrjニわレ」，トづ＝1ナン溶液（1そ貼主ig／i釘）銅汀ゑiC惹‡Ciご‡）．ノ  

ノーー′し酷掬用を （㍑噺里抑1ilC‡了〔プh） T硫Tミ鷺鉦射き 膏ギ清  

浄鞄月那加ほ瀾菅i）をそれぞれ¢ふ撼」鉦翫姑1ぷ極右  

混キL，窒届気流トクl」l⊥ホルムを蒸発させた．劉翫11激す  

リン恨緩衝液 佃那藩仁脚抽1に静かに懸濁上さ ∴オバ  

バーカtトナン  リノ一心揮洋品簸とLた   

こし′）ノプーカういナン リ ノー・ル 崇．9言lユ1ザノ〕試験  

管に分注し 二披験油1鋸ル且を流血して6¢〔、し叫－「手温情しiJ  

ご「叉応させた．5分毎∴47そjm三n≦二」二；ける吸光度を誹り定し  

60分「ナ肘」二／）   

jノ引接化性〃）標呼物質として 一般的な美川封封強化剤  

Bt呵iate（旦H与7di－0Ⅹ〉7a呈1is（〕ie（路指A）をイ軒＼て同様な掠酔  

を行い。対照実験とし／た．抗酸化活「損〕単位としてf主以  

卜にホ寸tliliそを採川Lた∴ ゝi「7二わ㌃JB田Alヱngパゎびm且  

〔ノ・〃▲亘5王11i宣卜（プ．√）．舶m擁サン▼ハレ溶液）  
し！Elちt  

どノ・上j・星5盲11i呈1り・㌔J・射流血直射招汗1W常軌叶   

コニケノール溶灘び十ほナわ、レ、〕45分にでの明光度減ル量を  

h汀訂［二∵ノ，以F〃〕計算式にこり†ノ「ン∵′し叫こ巨j射的な抗  

酸化活性を数値化い二   

エソ）計算三iモ≦二王れば，得〔jjLた敷竹Lノいぃさいむ爪‡tご  

抗酸化活性汗腺いこごとたる】   

また＞ 各椎濃度（狩，¢．5さi．軋：＝㍉ 2．びmgノ1鋸短正  

（ノ〕8艮AにノJいて抗酸化活性を測定し検量線を作成した  

二叫壌是練かじJ各ハーブの抗酸化活十ノ′j三を▲‡箋昆A相当量と  

Lて鼠E11した．   

2．2．2Ⅰ〕PP田を潤し㌔たラぶカメレ消去活性測窪法相）   

ノ女定なラジ カル剤 且，1－Ⅲipbeヱ1勇一2・plCE－y且bird互bazyl  

（OPPH）を用いたラジカル消ム清作を指慨∵点滴泄雄  

性を－測定した．ⅢPPHは517ヱ1mlに吸1I又をヰ〕／J化合物（ぢた  

色）であり，ニラシカルが消上されることに上り，三＄17nm  

におけろ吸収が消滅ナる．高速液体タロマトゲラフ  

（HPLCトご〝ノ）DPP指し〕ヒーーク面積頼成少量かし」非ラジ  

カル体へ〃）変換竜、つまりラジカル消ム活件せ掛はLた．   

すなわナ㍉：ほ昭甜且任で・料欄昭巨臥痛論－（苫）‡耶∴i）8軌1ち  

50¢〃MDPPHエタノール溶縞＝抄勘パフ 被髄液鮎抽ヱを  

サンプルチニ7－∴ノ中で激しノく腹絆しノバ闇分間陪所で放置  

しし1抜群後了 以下にホすHP‡．C装置左川里バて‡邦攣堅  

を分塵定量しノ．1  

Cojも1In互l：TSiミgelのctyiⅦ紺γs（4′6¢×15〔jmIn）  

Ejもほilて′ ：瓦耳（ミ（沌‡／′鴇2（〕（7㈹／／30）  

Flowヱーか芳：招．8m且 互n主n  

Tem宣j′ ：35t二  

乃eもect ：517‡且m  

S艮且‡1亘〕ヱe：2むJ〃1  

粁窄し輔▲減化十封勿質とLごぅ6一畏さ壷oxさ′・・2ち5∴8山号ヒす壬・詞一  

m射恒有i皇互・（j盲ノ監1綱せ闇路鱒頼＝ふか鵠崩鵬を用い同様  

な操作を行い、抗酸化活性をTぬ0Ⅹ相互＝㌻し ご求嘉／ノた   

2，3 ポぎジフエプ皿メ♭測定法（T）   

∵すリン試薬宣－【－jいノ〇SⅥraiヱ1て捏）んγノ‡（倶右品r鼎改良しノ  

測定した．すなわナ〕稀釈しノたサンプル釦洪に封甘柿釈佑－ノ  

dリン綽翫池ほ朝えト軋 ユ灘溝毎Ⅸ㍍縮綾撼を軋二Jr  

し予∴開でで闇路瀾情温しJJ㍍闇虹mにおけろ模光点せ  

1判定しノに 粒食f儀を標準物音f‡として5 定量植㍊詔たf  

－、 ぎ∴ 一   
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酸頼1蔓止して乱 し′た ≡た，必要∴二応しこて反は系を  

スケーールダウンしノて測おしノ上  

…主1［ト肝 フシミノリー類命 スウイーートノ＼－ゾメキンカン 瞳：ス  

テビア尽 し十ンアンタラゴン。サラダバーネット 8〔トズ  

ゼラニウムなと、＼で特徴的∴二芦机＼抗醇化活性が認釣られた  

ラジカ′レ消去活性は、以上サ廿－ブ類の他にも高い偵を  

ィ∵j‾モノぴ）があ／〕－ユ   

津ノ畠1」〔J～よ117販Lr）野菜類43穫に／〕いてノ巨カロチン退  

色法で抗酸化活竹′を測定しノ， 生鮮重量川晦あたり別封  

び〕量さ二しノて25Ing以⊥ 5～25汀帽，5mg、以下び）3ノ）〔ハグル  

ー【フ に分類しごいる（丁－．今虹技々が測定しノたハーブ類に  

ノ〕いてさ土5 根を除けば最も弱いと）しりで‡Jクラート圭∵ジ  

〔′）57mg／100g生築でありぅ ハーブ類勘活性び）高さが明レー）  

かとな／〕た．食品添ノ川物とLて（ノ）BHJもし7）許容限界さ土  

む．02％－（2の¢ppm）であり仁ン川L桐ゝ亘」しr≠）かなり叫冗  

酸化件であると一〔具われる．例えば抗酸化活性で最も効力  

〃J人きカレ〕たサラダバーネットけ合成抗酸化剤B悶ノ㌔換  

算で約230ぴmg／1りびg生葉であり、仮に削指1短を製造す  

ることを想定り一ると約S．7g・ご他用展準の呈二限値に達しノて  

L去う．乾燥葉に1ると約2．6g、となり、かなりの少量で  

通常値用される合成抗酸化剤と同じ効果を発権日‾ること  

ができる．天然物系の有欄な抗酸化剤が存√t三しない現≠  

ごは、非常に有望なデータである，   

生体内における脂質の過酸化反正二は，ラジカル反応∵  

上るも爪と非ラジカル反J′とこに上る‡）ぴ〕とに大別できる．  

非ラジカル反応に上るものにほ麿素的な過酸化が考えら  

れるが ラジカル反応による脂質〝）過酸化反止二「主  

Sc臨eme鼠に示すょうにフリーうジカル連鎖反尤＝自動酸  

化）として進キトう「る。二〃〕反ん仁一三機構において，連鎖開始  

ノ文応として不飽和肺肌酸（LH）から何らかの原因（Ⅹ）  

によ／二）て水素（詑）が引き抜かれ，脂質ラジカル（L。）  

が1二じる．次に脂質ラジカル（L）と酸素分十とが結合  

した脂質ヘルオキンラジカル（‡．00ち）が生成し，新た  

な脂質（L㌍）から水素を引き抜く反にが連鎖的に糾続しノ，  

L卜萱（脂質）  

3結果及び考察   

3．1充分県産フレッシュ〆＼仙ブの抗酸化性について   

大分県縫－フレッシ∴丁．／、－ナの抗酸化作にノ〕い∴  例  

－ノ こ釣針㍍ニバジル鰍ノ）結果をホしたパ掛軋誉反応日キ閏  

を－ 縦軸仁王り分で〃）吸光度を1（）0とLたときの各持問でげ〕  

』
¢
 
 

ニニi、  ＝∴   

′lllme（汀＝n）  

Fig、．j A‡ltノioxiぬ‡1tActivityoぞ蓄asiisim  

lhe巨トCa‡・Oteme丑。imoleicAcid  

Syslノem  
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應 てノPi†＝MIB；主S】1  Eヨ S＼＼7（さ（▲ミBasIま  

（10†1日・01  

吸光度の相対値を表す 調製Lたサンプ／レ原液でけ［毀光  

度の減少がHとんど昆〔〕れ′なか／）た〔ソ）で，原液をエタノ  

ールて潮鮎【汀二番釈Lて測定した．バジル類で強い抗酸化  

清′性が認琉ヰれぅ な7巨亡む几ぺ∴バジルふシナモンバジ  

ル／ごこし二、ござ士抑暑ご、あっ   

バン′し頬同様他ゾ）′、－ゾに／〕いてモノバ【カロチン退色  

法で抗酸化∬冊二を測定しイ∴：ほ∴けゝr〕、呈5分まで山城光度  

粧減少量から00永を求め」釦は牒ぷ瀾せ刊いて各ハーブ  

侶抗酸イヒ活性をノ巨某1乞うのg▼毒）フ～二り（ノ）B現A川＼㌢危としノて求  

少〕た。三た）望．3】望に従／Jこ∽主ラP員を川いたランか ′し消ム  

活性を測定し／∴生薬用晦働たり佑Ⅷ戒闇≠当量としノて求  

材）た 同‖与にポリプ丁ノール含量’と〕1二繁㍍招か二対して来  

れ それらを警品毎且茫‡に去とめた．ノづ一かこいチン退色法で  

几  

u封淡小一一冊づき まエ汁  

綽  
非ラジル産物  

Sche㌢Ⅵel脂質のラジ加♭連鎖過酸ヰヒ機構  

－・ ∵一－   
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Polきて）hemoIco‡1C．（mg几0のg・）  

0  1ぴ0¢  2000  

Pol開）hemoiconc【（mg／ユのOg）  

Fig，2 TheRelaとionshi‡）t）をさtWeen  

Anlio衰（旦antA（：tilγItyinもbe6 

Ca且－OteヱIe乱inolei（：Acid恥stem  

amdPolき7滝¢ラ‡10且Conce呈出atノio‡1  

Fig＿3 TもeR（き1；iti（川Shi菖）betweeIユ民芸1dlCal  

ScavenglngActiⅥt〉7andPolyp主1e‡ユ（）且  

（〕oncemt号－ati（）n  

結果的に脂′針ニドロヘルオキシド（L（〕OIi）が蓄積する．  

連鎖開始反応に匿わる活性穫（Ⅹ）としてはヒドロキン  

ラジカルトOH），／くルヒドしコキシラジカルト〔）（〕H），  

アルコキシラジカル（LO。），脂督ペルオキンラジカル  

（LOO。）などの清性物質があげられる．二れら〝）活性  

穫のラジカ′レを摘捉する物質は〕予防型抗酸化剤とLて  

作用する．圭た，ニれらの活性物質の発生に関与すると  

考えられるスーパーーオキシドや過酸化水素う 金牒イオン  

（鉄イオンや銅イオン）などを捕捉するものも㌢防型抗  

酸化剤と考えられる．これに対して生じたフリーラジカ  

ルを捕捉して連鎖成長ノ反応を停1上させる≠）のを連鎖停止  

型抗酸化剤と呼んごいる（iO）（川   

本報で安定なフリーラジカルヒし／て使川LたDPP現  

は脂質ラジカル（L。）や脂質ヘルオキシラジカル（LOOら）  

のモデルとして考えることができ〕ラジカル消去活件を  

指標としノた活性測定法（Tyo且0Ⅹ柑ゝ1量）は，ラジカル反  

応の連鎖成長反宜滝停1Lさせるか否かを中心に評価する  

方法である、一ノノア／づ－カtトナン退色法（別封痛打量）  

はリノーール酸サ圧］動酸化物がβ∵カロチンを退色させる  

方法であり，2／〕げ）j叉J芯が組み合わされた≠）〝Jと考える  

ことができる こ〃津R違が銅如）オ法で測定Lた抗酸化  

活性に印F針卜生がないハーブが見主れる理拝「ごあると考察  

し′た。   

3．2 ポEJブェプ凹ル量と抗酸化怪   

訝ig．2および許ig。3にノ√／プーカ日子ン退色法とラジカル消  

去清作測定法ごのそれぞれぴ）抗酸化活性とホリノ丁ノ、ノー  

ル含量ト外相間関係をグラフ化した．横軸はポリプJノ  

ール含量を，縦軸はそれぞれ〝〕測定法で〝〕相性量（相当  

量）む表－7ト ラジカル消去活性測定法でホリフェノール  

含量に対して比例関係が認められた（Fig。釦．相関係数  

はR2＝¢．625であったが，ウオー▼夕ー〈ミント。ブッシュミ  

ント。に卜一－ズrアリーウッド由11－ズマリードリーミーブ  

′レーa レモンユーカリ e こてシアンタラゴン金サラダバ、－  

ネット・コモンマーレインなどを除くと極めて高し、柿間  

性があることがわか／つた．ニのことからハーブr日東ホリ  

フニノールは抗酸化機構のうらフリーーラジカル 連鎖反応，  

特に連鎖成長七応の抑制＝ニ関与一Lていると推察した。緑  

茶に多く含まれるカナキン類などのフラボノイド類甘  

‡．00。〟〕捕捉剤としてだけでなく，活性酸素稽頼）捕捉剤  

や金属キレー一夕ーー，さらにリホキシゲナー∧ゼ阻害剤とし  

て作用するニ1が掛甘12）されておりフ 複数〃〕作用点をヰ  

／）多機能型抗酸化剤であるとされている．LかLながし二J  

ノ㌻i可の結果だけでH∴ ハーブ由来ホリフユノーールは多職  

能型抗酸化剤であるとは言えず、今後さらに孝方面かトニノ  

町隋軒甘払乳ごある．   

3．3 比活性につb㌔て   

次∴それぞれ〃）ポリ▼ノユノール含量で抗酸化活性を  

隣しノた比活性（mgホリフ∴rニノー【ルあたりの抗麿化満作）  

を貸出しイニ（管汲b且e互）．ノ′ぃか二巨千ン退色法では，0．5以  

トハブルー∴ノ（甘昆悔且e中☆を付加）コ1．り前後〝）仙を示すグ  

ルトブ（同☆☆），2．りを超えるグルーソ（同☆☆衷）〝）3つに  

人別でき∴吏た，ランかル消ム活性判定法ではふ刃上〔小  

さいも〃）（同☆）｝iり，鋸「f後〝）主，〃（同…）コ ヱ5．軋以」〝り）  

〃〕（同☆☆☆）の3植に分類できた．わかりやすくするため  

Ⅶ－1郎う仙   
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3。抗酸化相性の測定値托広い分布とな／〕たが，比活性   

ではいくつかのグループに分類できた。抗酸化活性の   

強度を決定する要因は，ポリプニュノーール量とポリフェ   

ノール自体の活性の強虎であることが推察－ごきた．  
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に各比活性のばら／Jきをグラフ化した（ぎig．4，5）．牛粟  

1醐gあたりご比べたときに同程度に抗酸化活性が強い  

ものでむ，ブッシュミントやレモンユーーカリのようにホ  

リフニLノール含量が多ぐご強いも〝）とブッシュバジルや  

ルバー∴ブ万りこうに高ナ計性のホリフユノーール，ヰ）しくは他  

〝）活性物質を含むものがあると考えられる．我々が以前  

検討Lたスウイートバジルには∵計気成分の1稚Eugenol  

が抗酸化性に効果的に作川していた（5）．真た 強い抗酸  

化惟を有することで知られているローズマリー∨【顆は 高  

活性なポリプニ1ノールを大量に含むために非常に効果的  

な活性を示すことが理解できる．   

本鞘では2種の方法で基準となる標準物質が異な／つて  

いた。／＝妾ほ同じ標準物質を用い1て総合的に抗酸化什を  

評価する必要があると思われた．  

卑， まとめ   

大分県篠フレッシュハーブぴ）特性把躍を目的として，  

抗酸化性の測定を行ったところバ欠折ような結果を得た．  

】，ノ′′巨カこ了ナン退色法では，ロー∴ズ・アリー類dユーカリ   

類◎スウィーートハ ー∴ブメキシカンロ ステビア¢ 11ンア   

ンタラゴンめサラダバいネットなどで特徴的に高十粛   

酸化活性が認頻られた．ラジカル消」：活ノ性乱 以上侶   

ハーーブ類折他にむ高い活性を示すも〝Jがあった  

2．ノづ劇カロチン退色法とラジカル消去活性剤お法でのそ   

れぞれの抗酸化活性とホリフ丁ノール含量と〟）相関関   

係を検討lノたところ，ラジカル消去活性ではホリフJ   

ノー【ル含量に対しノて比例関係が認凍ヰ，ハーブ山来ホ  

リワニノールは抗酸化機構のフリーラジカル連鎖反吐こ，   

特に連鎖成長反兄こび）抑制に関与しノていることが強く示  

仙1射ト】   


